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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 本特定領域研究で構築されるコーパスに対して，様々なアノテーションを施すための自動言語解析
ツールとアノテーション支援およびコーパス利用ツールの構築を研究目的とした．日本語コーパスへの形

態素情報の付与については，電子化辞書班とデータ班が担当することになっており，我々の研究グループ

（ツール班）では，形態素情報より上のアノテーションを担当し，そのための様々な言語解析ツール，ア

ノテーション支援ツールの構築，および，コーパスへの具体的なアノテーション作業を実施した．	
 

	
 構築したツールの主なものは，自動言語解析ツールとしては，日本語係り受け解析，固有表現解析，

述語項構造解析，照応・共参照解析，モダリティ解析ツールがあり，これらの解析ツールを機械学習を用

いて構築するため，および，性能評価のため，それぞれに対応するタグ（アノテーション）付きコーパス

を構築するとともに，自然言語解析ツールとして実装した．	
 

コーパスアノテーションの支援ツールとしては，形態素，文節，係り受け解析に特化したコーパス管理

ツール「茶器」に並列構造のアノテーション機能や文末情報の挿入・削除機能などを実装し，想定したア

ノテーションのすべてを単独で実現できるシステムとして完成させた．汎用のコーパスアノテーションツ

ール「Slate」を Web ブラウザ上で動作可能なシステムとして構築した．また，様々なタグ付きコーパス

やコーパス構築ツールを相互運用するためのツールを構築した．	
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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Transactions of the Japanese Society for Artificial 
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共参照関係を用いた医学生物学文書中の事象抽出 
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